
「後世に伝えるべき治山～よみがえる緑～」の選定箇所の公表について

林野庁では、治山事業を開始して100年が経過したことを機に、緑がよみがえり国土の

保全に寄与した治山事業地を「後世に伝えるべき治山～よみがえる緑～」として広く知

っていただくため、本年7月末までに各都道府県等から推薦された123箇所について、選

定委員会にて候補地の選定を進めてきました。

この度、全国60箇所の治山施設等が「後世に伝えるべき治山」として選定され、林野庁

から公表されました。

岩手南部森林管理署からは、岩手県一関市「磐井川地区民有林直轄治山事業」が選ば

れました。

（林野庁ホームページ：http://www.rinya.maff.go.jp/j/press/suigen/131003.html）



別紙

治山施設等の名称 「平成20年岩手・宮城内陸地震を後世に伝える

磐井川地区民有林直轄治山事業」

所在地 岩手県一関市厳美町字横森・岡山・板川

工事期間 昭和４４年度～平成３０年度（一部概成）

施設・工法の概要

地すべりの誘因となる地下水をトンネル暗渠と集水井等により排除し、地すべり斜面

に杭を挿入 して地すべりの滑動力に抵抗させる杭打工等を実施。さらに、地すべり地

からの流出土砂の抑止・ 調節するための渓間工を実施している。

解説（要約）

カスリーン台風（Ｓ２２．９）及びアイオン台風（Ｓ２３．９）により一関地方は壊滅的な被害

を受けたが、昭和４４年に岩手県知事の要請に基づき林野庁直轄地すべり防止事業として地すべり

防止事業に着手し、平成２０年６月に発生した「岩手・宮城内陸地震」時には既施工区域内では大

きな被害も無く、地すべり防止事業の効果が発揮された。

解 説

岩手県一関地方おける戦後の大きな自然災害として、

カスリーン台風（昭和２２年９月）とアイオン台風（昭

和２３年９月）があり、一関市は壊滅的な被害を受けた。

被害が大くなった原因の一つとして、台風に起因した地

すべり、山崩れ等により激流がせき止められた水が一気

に溢れだした洪水流だとされ、死者３００名以上、住宅

被害が全壊含め６,５００戸以上にも上った。

この復旧のため、岩手県は昭和２４年から民有林直轄

治山事業を開始、渓間工を主体に工事を実施した。 昭和22年ｶｽﾘｰﾝ台風による被害

昭和４０年代に入ってからは、地すべり活動が活発化してきたため、昭和４３年に地すべり防止区

域に指定され、翌昭和４４年に岩手県知事の要請に基づき、林野庁所管直轄地すべり防止事業として

東北森林管理局が実施し、現在に至っている。※各地区の指定状況は以下のとおり。

産女川地すべり防止区域 ６７７．３６ha 昭和４３年４月１７日 農林省告示第５５６号

ニゴリ沢地すべり防止区域 １０４．０７ha 昭和４５年３月３１日 農林省告示第４２４号

井戸沢地すべり防止区域 ４３９．９１ha 昭和５４年４月２５日 農林省告示第６１７号

岡山地区地すべり防止区域 ２７８．１３ha 平成１３年３月３０日 農林省告示第４９４号

平成２０年６月に発生した「岩手・宮城内陸地震」では最大震度６強を記録したが、既施工区域は

殆ど被害が無く、地すべり防止事業の効果が発揮された。

また、平成２２年には先に述べた「岩手・宮城内陸地震」で大規模な地すべりで被害の大きかった

箇所を地すべり防止区域としてニゴリ沢地区に追加指定し、現在も平成３０年度既成に向け事業実施



中である。

（ニゴリ沢地区追加指定 平成２２年２月１５日 １８９．５１ha 農林省告示第３２４号）

中でも特に被害の著しかった「市野々原地区」は地震により約２０haもの地すべりが発生したが、

復旧工事に当たり、大量に発生した倒木をリサイクル資源としてチップ化し植生基盤材として活用す

る等、単に復旧するだけにとどまらず、周辺環境にも配慮した工法を採用していることも大きな特徴

の一つである。

最後に、ニゴリ沢区域トンネル暗渠工からは毎分１．５トン～２．０トンと一年を通じ安定した水

量が得られ、一関市の上水道として現在も利用されている。かつて降雨時には白濁していた水が、本

事業によってまさに「よみがえった水」として利用されるという副次的効果も生み出している。

トンネル排水工の内部 磐井川（岡山地区）の全景と集水井の配置状況

磐井川施工地の位置と区域


